
縄
文
文
化
の
学
習
や
発
信
に
取

り
組
む
原
村
な
ど
の
有
志
グ
ル
ー

プ
「
八
ヶ
岳
1
0
m
O
n
楽
会
」

は
7
月
軍
3
0
の
両
日
、
縄
文
文

化
を
体
験
す
る
イ
ベ
ン
ト
「
夏
休

み
縄
文
ま
つ
り
2
0
2
3
」
を
原

・′

l
t
．
・
1
ぺ
j

村
の
八
ヶ
岳
自
然
文
化
園
で
開
い

た
。
家
族
連
れ
な
ど
が
参
加
し
、

縄
文
ド
ン
グ
リ
ク
ッ
キ
ー
作
り
や

火
お
こ
し
、
土
器
作
り
な
ど
を
楽

し
ん
だ
。
体
験
を
通
し
て
縄
文
文
化
に
理

解
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
企
画
。

県
地
域
発
元
気
づ
く
り
支
援
金
を

活
用
し
て
開
い
た
。
ド
ン
グ
リ
ク

ッ
キ
ー
作
り
は
ド
ン
グ
リ
の
殻
む

き
か
ら
あ
く
抜
き
、
異
材
の
調

合
、
焼
き
上
げ
、
試
食
ま
で
を
体

験
。
こ
の
ほ
か
粘
土
を
使
っ
た
土

偶
主
器
作
り
、
木
の
フ
ィ
ギ
ユ

ア
（
木
偶
）
作
り
、
飽
文
織
り
、

縄
文
の
ア
ク
セ
サ
リ
ー
・
ミ
サ
ン

ガ
作
り
、
火
お
こ
し
な
ど
の
コ
ー

ナ
ー
が
あ
っ
た
。

3
0
日
も
地
元
住
民
や
観
光
客
な

ど
が
次
々
と
訪
れ
た
。
富
士
見
町

の
祖
父
母
宅
で
夏
休
み
を
過
ご
し

て
い
る
佐
藤
大
介
君
（
8
）
＝
名
古

屋
市
＝
は
縄
文
土
器
作
り
を
体

験
。
「
粘
土
を
く
っ
つ
け
る
の
が

楽
し
い
。
家
に
持
ち
帰
っ
て
お
花

を
入
れ
て
飾
り
た
い
」
と
話
し
た
。

会
田
進
会
長
（
讐
＝
原
村
払
択
一

粘
土
で
縄
文
土
器
や
恐
竜

な
ど
を
作
る
子
ど
も
た
ち

＝
は
「
子
ど
も
た
ち
に
楽
し
み
な

が
ら
S
D
G
S
に
も
つ
な
が
る
狩

猟
採
集
民
族
の
生
活
を
体
験
し
て

も
ら
え
た
ら
」
と
話
し
て
い
た
。

8
月
1
9
、
知
日
に
も
開
く
。
時

間
は
午
前
9
時
3
0
分
～
午
後
4

時
。
参
加
費
は
1
人
5
0
0
ノ
円
（
材

土
器
を
作
う
て
縄
文
体
験

川
。
m
け
n
楽
鏑
ク
ッ
キ
ー
作
り
な
ど
も

料
代
実
費
）
ボ
ン
グ
リ
ク
ッ
キ
ー

作
り
は
別
途
大
人
3
0
0
円
、
小

学
生
1
0
0
円
が
必
要
で
、
事
前

に
予
約
す
る
。
予
約
は
担
当
者
（
電

話
0
9
0
・
5
3
0
5
・
2
6
7
′

4
）
へ
、
イ
ベ
ン
ト
の
屑
合
わ

せ
は
同
会
事
務
局
（
同
0
9
0
●

、
5
8
0
7
・
1
3
8
4
）
へ
。


